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課題 2 四つの伝達関数が

G1(s) =
1

s
, G2(s) =

10

s+ 10
, G3(s) = G4(s) = s+ 1

と与えられたとする。このとき、以下の (1)～(3)の問に答えよ。

(1) G(s) = G1(s)G2(s) とする。G(s) のベクトル軌跡を図 1に描け。ただし、角周波数 ω = 10,∞ に
おける |G(jω)|, ̸ G(jω) の値を計算し、表中に記載すること。また、これらの角周波数における
点も図 1に示せ。(2点)
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図 1: G1(s)G2(s) のベクトル軌跡

表 1: G1(jω)G2(jω) の絶対値と位相
ω = 0 ω = 10 ω = ∞

|G1(jω)G2(jω)| ∞ 　
̸ G1(jω)G2(jω) −90◦ 　

(2) G(s) = G1(s)G2(s)G3(s)G4(s) とする。G(s) のゲイン線図を折れ線近似によって図 2に描け。
(2点)

(3) G(s) = G1(s)G2(s)G3(s) とする。G(s) の位相線図を折れ線近似によって図 3に描け。(2点)
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図 2: G1(s)G2(s)G3(s)G4(s) のゲイン線図
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図 3: G1(s)G2(s)G3(s) の位相線図


